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「大三国志展」

の受容 と

満 田 り岡

は じめに一 「大三国志展」概観

【大三国志展一悠久の大地と人間のロマンー】は,東京富士美術館が企画し,

日本国外務省 ・文化庁,中 華人民共和国(以 下,「 中国」 と略す)駐 日本国

大使館 ・中国国家文物局などの後援 と中国文物交流中心の特別協力をいただ

いて1,2008年5月 から2009年3月 にかけて日本全国7ヶ 所で開催された『三

国志』 に関する展覧会であり,「大三国志展」実行委員会(東 京)に は朝 日

新聞社 ・NHKプ ロモーション ・東京富士美術館が名 を連ねていた。 日本で

の 「大三国志展」の開催日程は以下の通 りである。

①東京(八 王子)

②北海道(旭 川)

③関西(神 戸)

④九州(福 岡)

⑤四国(高 松)

東 京 富 士 美 術 館

平 成20年5月3日(土)～7月13日(日)

北 海 道 立旭 川 美 術 館

平 成20年7月24日(木)～8月24日(日)

関 西 国 際文 化 セ ンタ ー

平 成20年9月5日(金)～10月5日(日)

福 岡 ア ジア美 術 館

平 成20年10月17日(金)～11月16日(日)

香 川県 立 ミュ ー ジ ァ ム

平 成20年11月26日(水)～12月24日(水)
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⑥中部(名 古屋)

⑦群馬(前 橋)

松坂屋美術館

平成21年1月2日(金)～2月1日(日)

グリーンドーム前橋

平成21年2月11日(水)～3月15日(日)

この 「大三国志展」は,2008年 が東京富士美術館開館25周 年であ り,同

美術館の新館オープンに加えて,同 年が 「赤壁の戦い1800周 年」でもあっ

たことを記念 して開催された。さらに,歴 史 ・文学 ・美術 を包括し,現 代 日

本における受容のあり方までも取 り上げた 『三国志』に関する展覧会はおそ

らく史上初であり,中 国全土の博物館 ・文化機関から約150点 の文物,そ の

うち 「国家一級文物」(日 本の 「国宝」に相当するとされる)は 全体の約3

分の1に 当たる53点(東 京展)と いう価値ある文物を多数そろえていただ

いたことから,中 国 ・三国時代の出土品が これほどまとまって くることは,

おそらく今後はないのではないかと考えられることもこの 「大三国志展」に

重要な意義を与えていたものと思われる。

本論文では,こ の 「大三国志展」の開催の経緯や実際の展示に向けての準

備について総括 し,中 国側の研究者との学術交流や中国 ・台湾での 「大三国

志展」帰国報告展 について紹介 した上で,歴 史展示としての 「大三国志展」

に対する学術ア ドバイザーとしての筆者の留意点を示 しつつ,「大三国志展」

の成果 と課題について考察したい。

1=「 大三国志展」 開催 までの経緯 につい て

「大三国志展」開催に関する初出情報 としては,創 価学会の池田大作名誉

会長と中国 ・王i毅駐日大使(当 時)の 会談を報 じる 『聖教新聞』2006年6月

30日 付けの一面記事が挙げられる2。

また,黄 山美術社社長の陳建中氏は2007年7月 の時点で 「三国志をテー

マにした新 しいタイプの展示会を,東 京富士美術館(東 京都八王子市)に 協

力 して もらって開催」3す ると発言 してお り,こ れに拠ると黄山美術社から
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東京富士美術館に 『三国志』に関する展覧会開催 を持ちかけられたものと思

われる。

その後,2006年 秋から2007年6月 にかけて東京富士美術館の野ロ満成館

長(当 時)や 学芸員の方々による中国での3回 の調査が行われた。その際

東京富士美術館の一行は約70箇 所の博物館や遺跡 を訪れ,16000キ ロの道の

りを踏破 されたとのことである4。

2007年6月,筆 者に 「「大三国志展」学術ア ドバイザー」の打診があ り,

同年8月 に正式依頼があった。当初の依頼内容は,展 示全体の監修,展 示内

パネルでの人物紹介文や図録5の 巻末資料の一部(「『三国志』の指導者論」〔仮

題〕)な どの執筆 図録に論文を執筆 していただく研究者の方々の紹介であっ

た6。

巻末資料に関するアイデアを出し合った結果,「 『三国志』人物事典」・『三

国志』豆知識 ・『三国志』年表の執筆 も追加依頼され,1週 間か ら2週 間に

一回のペースで美術館に伺い,様 々な打ち合わせを行った(2008年 になって

か ら,各 パー トの解説文も執筆することになった)。 その他の打ち合わせ内

容 としては,下 記の内容の他にサブタイ トル決定,展 示構成,ロ ゴの決定な

どが挙げられる。

21「 大三国志展」 の準備 や広報 につい て

実は,中国文物交流中心副主任(2009年 当時)で あった楊陽氏によると,「大

三国志展」の20年 ほど前にも,日 本での 『三国志』に関連する展覧会の話

があったとのことである。 しかし,日 本側の担当者が展示予定の文物を見て,

そもそも三国時代が短いことに加え,戦 乱のため,真 に目を奪われるような

出土文物が少ないことに非常に失望 し,曹 操の父のものとされる銀縷玉衣 も

早期の文物であることか ら,日 本側が展覧会の失敗を懸念 して,計 画が中止

になったとされる。その後,2004年 か ら2005年10月 にかけて韓国 ・ソウル

のロッテワール ド民俗博物館で 「英雄時代展」と題する 『三国志』に関する

展覧会が開催 され,関 羽の大刀を複製 し,来 場者が持てるようにするなどの
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工夫がなされ,大 量のアニメーションができ,記 念品も多 く作 られたが,成

功したとは言えず,来 場者数は伸びなかった,と 楊陽氏は述べ られている7。

ここまで述べてきたことを展示の準備段階で留意した上で,東 京富士美術

館の学芸員は,で きるだけ多 くの来場者を集めるということも重要視して展

覧会を企画 していた。そのことは,筆 者が正式 に関わる前の2007年7月 時

点での企画書にも,実際の 「大三国志展」と同じタイ トルが記されてお り,「ロ

マン系」の展示8を 志向されていることからも理解できる。

その中で,現 代の日本において 『三国志』が幅広 く普及してはいるものの,

有している知識は個々人によってまちまちである9こ とや,も ともと東京富

士美術館の主な観客層が 『三国志』に関連する歴史書 ・小説などにあまり興

味を持っておられないと思われる40～50歳 代の婦人であることから,特 定

の観客層を想定することが難 しいと考えられていた。 ともすれば,来 場者の

大半が歴史書 『三国志』・『三国志演義』について全 く知識のない人々であろ

うということも想定されたためでもある。

したがって,ま ず展示 ・図録(カ タログ)に ついては,先 に述べたような,

現代 日本における 『三国志』の受容の状況を考え,文 章を簡潔でわかりやす

いものにしようとするのは当然として,『三国志』に全 く知識のない方や小説・

漫画しか知らない方にも楽しんでいただけるように,最 初に物語(小 説)な

どの展示パー ト(「物語でたどる三国志」)を 設け,次 のパー ト(「出土品で

たどる三国志」)で 出土品(史 実関連)を 展示 しようと構想 されてお り,筆

者 もそれに賛同した。

展示の具体的な構成を考える際に,中 国国家文物局を通 してお借 りする文

物の目録を確認しつつ,学 芸員は東京富士美術館創立者である池田大作氏の

『三国志』に関する著作 ・スピーチを読み込んでいた。その後 筆者 も加わっ

て,池 田大作氏の著作 ・スピーチにおける 『三国志』 に関する内容を精査 し

た結果,様 々な登場人物の中でも諸葛亮を取 り上げたものが多いこと,特 に

1991年 以降2007年 までの新聞記事 となったスピーチなどでは,諸 葛亮に関

する内容がほとんどであったことが判明した10。 さらに,吉 川英治氏も 『三
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国志』の末尾にある篇外余録で

ひとくちにいえば,三 国志は曹操 に始まって孔明に終る二大英傑の成敗

争奪の跡を叙 したものというもさしつかえない。11

と述べているように,中 国 ・三国時代の歴史的な潮流を作 り上げた人物の一

人 として諸葛亮を挙げている。以上のことを踏まえて,物 語のパー トについ

ては,2007年7月 付けの企画書の段階で,東 京富士美術館の学芸員から,「桃

園の誓い」「三顧の礼」「赤壁の戦い」「星落秋風五丈原」と題 し,『三国志演義』

や吉川英治 『三国志』(以 下,「 吉川 『三国志』」 と略す)の 話の展開に沿っ

てまとめ,こ のパー トの 「影の主人公」を諸葛亮 としてまとめるとの提案が

あ り12,筆 者も賛同した。

出土品については,『三国志演義』や吉川 『三国志』などの物語はおろか,

陳寿 『三国志』などの史書ともなかなか結びつかないものも多かったことな

どから,池 田氏の著書やスピーチの視点 と関係にこだわらず,時 代順ではな

く,「戦 う」「治める」「生 きる」 と題 して,当 時の武器や生活などをわか り

やすく伝えることができるようにまとめる努力をした。また,「国家一級文物」

には,展 示パネルにそれを示すマークを付け,重 要文物であることをわかり

やすくした13。

物語のパー トの 「星落秋風五丈原」では,宇 宙航空研究開発機i構(JAXA)

の協力により提供 していただいた精細な衛星写真に基づいて,白 色の五丈原

のジオラマ(地 形模型)を 制作 し,諸 葛亮の本陣の場所や蜀漢 ・曹魏両軍の

動 きを示す動画をコンピューターで作成して,そ の五丈原の地形模型に真上

から投射することで,五 丈原の戦いを動的に表現 しようとした。加えて,「星

落秋風五丈原」の音楽 ・歌 とともに,『三国志演義』で諸葛亮が亡 くなった

とされる日の星空を復元した画像14と 出師の表を,模 型の後ろの三面のディ

スプレイに交互に表示する諸葛孔明 ・五丈原コーナーを設置 して,諸 葛亮の

「苦心孤忠」を観客にイメージしていただくことを目指 した15。

また,NHKエ ンタープライズの方々との打ち合わせをした美術館の方々

のアイデアから,若 手俳優が曹操 ・劉備 ・孫権を演じた映像 をNHKエ ンター
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プライズに依頼して制作 し,シ アター会場で放映することとなった。これは,

東京富士美術館の学芸員が,展 示室のモノ ・映像 ・文字などを見ていただ く

だけでは,た だ 「知る」だけで終わってしまい,実 感を得ていただ くことに

限界があるのではないかと考えたことか ら,俳 優が演 じる"人 物"に 語 りか

けさせる 「番組」を作ろうと企画されたものである16。 また,東 京富士美術

館の主な観客層が40～50歳 代の婦人であることに加えて,「女性を引き付

ければ,お 子さんやご主人も来場 される」と考えて,若 い女性や主婦の皆さ

んを対象とした試みでもあった17。

この映像を作成するに当たっての注意点としては,物 語だけではなく出土

品の展示 もあることから,『三国志演義』や吉川 『三国志』 などではな く,

できる限り歴史書 『三国志』及び斐松之注に沿った人物紹介を心がけたこと

が挙げられる。また,こ の映像の主人公たちの中で,五 丈原の戦いの時点で

存命だったのが孫権のみであることから,孫 権の映像で五丈原の戦いを取 り

上げたが,「孫権から見た五丈原の戦い」 という描 き方は初めてではないか

と考える。

その他,シ アター会場では,映 画 『レッドクリフ』Part1のCMや 日中合

作アニメ 「三国演義」のパイロット版も放映された。また,八 王子展のみで

あるが,NHKエ ンタープライズが制作 した映像に出演 した若手俳優 と筆者

との トークショーをシアター会場にて4回 開催し,さ らに二胡のコンサー ト

や 『三国志』に関連する落語会なども開催するなどして集客に努めていた。

加えて,展 示に関する音声ガイ ドも作成され,希 望者に機器をレンタルす

る形で提供 された。ちなみに,展 示室内にも映像に出演した若手俳優が 『三

国志』に関する名所 を案内するような映像を流して,ナ ビゲーター役とする

案18も あったが,こ れは実現しなかった。

そもそも東京富士美術館の企画を担当された方々には,「この 「大三国志展」

の展示 ・図録を見れば,展 示開始時点での日本における 『三国志』の受容に

ついて網羅できる」ものにしようという狙いがあった。そこで,最 初は日本

での 『三国志』に関する小説 ・マンガ ・ゲームなどを網羅して展示すること
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を企画したが,展 示スペースが足 りな くなることなどの事情により,小 説は

吉川 『三国志』,マ ンガは横山光輝 『三国志』や 『BB戦 士三国伝』19のみと

なり,ゲ ームは取 り上げることを断念 した。また,図 録には展示物の画像 ・

映像などのDVDを 付け加 えることも企画したが,こ れ も諸事情から実現 し

なかった。

このような様々なアイデアを実行し,わ かりやすい展示を目指す一方で,

筆者が危惧 したのは,展 示の文章などを簡潔にしすぎると,多 数来場するこ

とが予想 された 「『三国志』マニア」と称することができるような非常に詳

しいファンの中には,「 この程度の文章しか書けないのか」,「水準が低い」

と評価 し,し かも(全 てが妥当なものとは限らないであろう)そ の評価 をイ

ンターネットのホームページやプログで発表 されてしまう可能性が高いこと

であった。加 えて,「歴史と文学の両面か ら 「三国志」の世界 を総合的に紹

介する"世 界初"の 試み」20と されるこの展覧会を,中 国史をはじめとする

さまざまな学問分野の研究者が多数鑑賞することが予想されてお り,そ のよ

うな研究者の方々の評価に耐えうる展示を作 りあげる必要 もあった21。

そこで,展 示パネルなどの文章はできるだけ簡潔にまとめ22な がらも,研

究者や熱狂的なファンにもある程度満足 していただける水準の内容 を随所に

散 りばめることに留意した。同様に,図 録の 「『三国志』人物事典」 も,最

新の研究成果をおさえつつ,わ か りやすさや読みやすさを考え,最 初にそれ

ぞれの人物の性格などをワンフレーズでまとめ,一 人当たり200字 前後で紹

介 しようとした。

「大三国志展」の広報に関連 して,研 究者の中にも自らの研究成果の公開

などをホームページやプログ(Weblog)で 行 う方々が増えてきてお り,一 般

でも日記などとしてプログを運営する人々が増えていたことから,筆 者 自身

のプログを作成し,そ こで 「大三国志展」の準備状況などを部分公開し,展

示計画に関する意見を募ることを提案 したところ,美 術館のホームページに
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リンクする 「「大三国志展」プログ」を設置 していただくことになった。

このプログは,窓 口になるページから館長 ・研究者 ・愛好家の三人のプロ

グに入るようなシステムになり,文 章の分量は1画 面から2画 面で,で きれ

ば1画 面以内とすること,館 長プログは準備のための旅行記で,2週 間に1

回の更新となることが決められた。加えて,愛 好家23の プログは主に 『三国

志』にまつわるイベ ントやニュースなどの紹介を主な役割とし,筆 者が担当

した研究者プログは 『三国志』に関連する事柄を研究者の視点から述べてい

くこととなって,2007年11月7日 にオープンした24。

実際の研究者プログでは,後 漢末期から三国時代の人物の紹介や赤壁の戦

いなどの三国時代の有名な戦いについての研究者の視点からの解説などの記

事を書 くこととなった。準備状況の部分公開については,先 述の五丈原のジ

オラマの紹介をさせていただいたが,展 示計画への意見募集は諸事情によっ

てできなかった。さらに,プ ログの内容をまとめて出版する企画もあったが,

これは実現 しなかった。

3:「 大三 国志展」の総括一 「大三国志展」学術討論会

「大三国志展」の入場者数は全国7会 場で合計101万 人以上となり,特 に

東京と神戸は29万 人を突破するなどの成功を収めた。

この展覧会を総括する 「大三国志展」学術討論会が2009年3月14日 に東

京富士美術館会議室において開催 された。

中国からは以下の方々が 「大三国志展」学術交流団として参加された25。

羅伯健団長(中 国文物交流中心主任)

高大倫先生(四 川省考古学研究院院長)

馬宝烈先生(遼 寧省博物館館長)

師建民先生(甘 粛省博物館)

日本側か らは,東 京富士美術館の野口満成館長と主事(学 芸員)・ 学芸員
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それぞれ1名 に加 えて,筆 者が参加した。通訳は黄山美術社社長の陳建中氏

が担当して くださった。

討論会の最初に,野 口館長 ・羅伯健団長からの挨拶があり,そ の後,高 大

倫先生と馬宝烈先生の発表があった。

高先生は 「民問三国・文学三国・文献三国 ・考古三国」と題 して発表された。

まず四川大地震による四川省の遺跡の破壊状況を,写 真(パ ワーポイント)

を使って紹介 していただいたが,そ こでは 「地震が起 こった地帯が諸葛孔明

の北伐ルー トと重なる」 とのお話もされていた。

民間伝承における 『三国志』については,諸 葛鼓(諸 葛孔明が軍で使 った

とされる銅製の太鼓)や 武侯欺馬石(南 征軍が休んだとされる場所の崖に宋

代に刻まれた文章がある)と いった諸葛孔明の南征に関するものを紹介 され

た。ちなみに,高 先生のご実家は諸葛孔明の南征のルー ト沿いにあるとのこ

とであった。

さらに,『三国演義』が中国の著名人に与えた影響や陳寿 『三国志』の概

説があった上で,考古学から見た 『三国志』について述べ られたが,「『三国志』

を本当に知るには考古学上の成果を学ばねばならない」 という趣旨のお話 も

されていた。

次に,～京山昭覚三国軍屯遺趾を写真で紹介 された。ここは2000年 に発見

された諸葛亮の南征 関連の遺跡で印や土器が出土 しているが,(こ の発表の

時点では)ま だ発掘されていないとのことであった。

また,四 川省考古学研究院が成都武侯祠博物館 と協力し,諸 葛孔明の南征 ・

北伐に関する遺跡 を3年 がかりで発掘する計画があったが,(こ れもこの発

表の時点では)大 地震でス トップしていると述べられていた。ただ,計 画が

なくなったわけではないので,こ れから再開する努力をしたい,と も話され

ていた。

四川の遺跡では墓葬 も重要であ り,三 国時代のものでは楽山麻浩崖墓があ

り,こ こには蜀漢の年号が刻まれているだけでな く,仏 像 も刻 まれていると

紹介された。
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加えて,最 近の中国での 「三国熱」には日本か らの影響(日 本へ行った留

学生が日本の小説 ・漫画 『三国志』 を持ち帰ったことか ら始まる)が 非常に

強いのではないか,と の見解を示 された。

続いて,馬宝烈先生は 「仇英《赤壁図》簡析」と題 して発表された。パワー

ポイン トを使用しつつ,仇 英の 「赤壁図」と蘇試の 「赤壁賦」・『後赤壁賦』

との関連について述べられた後で,現 存する仇英の《赤壁図》は,上 海博物

館のものと2007年 にオークションに出てきたもの,そ して遼寧省博物館の

ものと三つあるとのことで,書 かれた年代の順はオークション版(35歳 頃の

作品),上 海博物館版(45歳 頃の作品),そ して遼寧省博物館版(50歳 頃の

作品)で あるとのことであった。

日本側からは,東 京富士美術館の学芸員が展示の様子をスライ ドで示 しな

がら,展 示における具体的な注意点などを報告された。その内容を踏 まえた

上で,筆 者が日本での 『三国志』に関する研究状況や日本での 『三国志』の

受容のあ り様をお話 し,こ こまで述べてきたような 「大三国志展」準備段階

での留意点 ・工夫点について解説した。

その上で,中国側からの 「大三国志展」の総括として,まず高大倫先生は 「大

三国志展」のスタッフが三国時代の歴史や小説に関する研究者の意見 を聞き

(少なくとも四川省ではそのような展示はない),研 究史の詳細 を踏まえた上

で,鑑 賞者層についても正確に把握 し,配 慮 した展示 を心がけたことや,展

示の前半部分で物語を語る雰囲気を作って鑑賞者をひきつけ(中 国では"国宝"

を出す ことだけでひきつける),物 語か ら歴史へという流れをつ くっていた

こと(中 国では単純に歴史の流れに沿って 「一直線」に展示)を 長所 として

指摘 していただいた。また,記 念品ブースが良いアイデアだとも述べておら

れた。

続けて,羅 伯健団長は 「鑑賞者層が 『三国志』にどのように触れているか」

などの社会的背景を含めた様々な要素を考えた展示テーマの選択がなされた

ことなどを指摘 され,学 術的に最先端のものと定着 しているものを使い分け,

歴史 と文学を結びつけて展示 されていたことが成功の要因,と 述べ られた。



日本 にお ける 『三 国志』 の受容 と 「大三国志展」(83)

さらに,中国では一般的に 「科学的」展示を心がけ,文物で貫こうとするため,

面白く紹介することが難 しいが,こ の 「大三国志展」では歴史 と文学を結び

つけたところが"新 しい"試 みであ り,シ ルクロー ドに関する展覧会などで

も参考にしたいとも述べられた。

以上のように,予 定の時間を大幅に超過するほどの熱のこもった議論が交

わされ,有 意義な討論会となった。

4=「 「大三国志展」帰国報告展」 につ いて

日本での高評価などの成果を受けて,2009年4月 以降 上海 ・武漢 ・杭州 ・

北京 ・鄭州 ・台北 ・成都 を1年 かけて巡回展示 した26。中国 ・台湾での開催

日程は以下の通 りである。

①上海

②武漢

③杭州

④北京

⑤鄭州

⑥台北

⑦成都

上海図書館

湖北省博物館

良渚博物館

国家大劇院

河南博物院

台湾国立歴史博物館

2009年4月13日 ～5月17日

2009年5月28日 ～8月7日

2009年9月15日 ～11月15日

2010年1月15日 ～3月15日

2010年4月1日 ～5月15日

2010年6月5日 ～9月5日

四川 博 物 院(旧 ・四 川省 博 物 館)

2010年9月28日 ～11月28日

タイ トルは各地で微妙に異なってお り,上 海では 「中華智慧的文化符号一

「大三国志展」帰国匪報展」累 武漢 ・杭州では 「千古英雄一 「大三国志展」

帰国薩報展」28,北 京では 「赤壁懐古一 「大三国志展」帰国匪報展」29,鄭 州

では 「英雄時代一 「大三国志展」帰国匪報展」30,台 北では 「英雄再起一大

三国特展」,成都では 「大三国志展一蜀漢巡礼」 というタイ トルになった。

これらの 「「大三国志展」帰国報告展」に対 して,東 京富士美術館か らは

五丈原の地形模型をはじめとする諸葛亮 ・五丈原コーナーなど数点を出展 し,
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上海では正子公也氏による諸葛亮などの絵画も展示されたとのことである。

物語のパー トと歴史のパー トに分けるという展示構成は中国各地や台北で

の「大三国志展」でも継承 されていたようである。ただ,台北での展覧会では,

「生活経濟」,「英雄堀起」,「工藝技術」,「職孚軍事⊥ 「文化藝術⊥ 「後世典

故文創」 という6つ のパー トに分けられており31,諸 葛亮の3D映 像も映さ

れていた32と のことである。

また,展 示 されている文物であるが,日 本での 「大三国志展」において中

国側から提供いただいたものは,全 ての会場でほとんど展示されていた。物

語のパー トについて,日 本での 「大三国志展」において日本国内の博物館等

から出品していただいたものは,中 国・台湾には出品されていない。 したがっ

て,物 語のパー トの展示物は新たに中国側で出品されたものもある33。

日本での 「大三国志展」の"成 果"は 帰国報告展でも活用されたようで,

台北での展覧会では宣伝 にあたって,著 名人 ・芸能人などが多数参観 してお

り34,ト ークショーも開催され35,『三国志』 に関するコンピューターゲーム

とも連携 していたようである36。 また,成 都展では易中天氏による 『三国志』

に関する講座が開催され37,『三国志演義』や 『三国志』に関するコンピュー

ターゲームに基づいた諸葛亮や関羽などのコスチュームプレイをしてお られ

る人々が開会式に参加していたことも興味深い38。

5=筆 者個人の 「大三国志展」 における留意点

一 「歴史学 と"商 品化 された虚構の過去"の 狭 間」

『北京週報 日本語版』2009年4月10日 の記事 ・「1700年の時を超える文物

と映像 大三国志展」39において,沈 伯俊氏(四 川省社会科学院研究員 ・中

国 『三国演義』学会常務副会長)は 「「三国の歴史の発展を取っ掛か りにして,

それを敷術 したものを主な内容 とした」このような展示は非常に面白いが,

文化界・博物館界では極めて珍 しく,やむを得ない苦衷があるとす ら言える」40

と述べており,加 えて以下のような,極 めて妥当なものだと思われる見解 も

示 されている。
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「三国時代が184年 の黄巾の乱から始 まり280年 で終わったとすると,

わずか100年 足 らずだが,こ の100年 間には次々と戦乱が発生 し,残 さ

れた本当の三国時代の文物は少ないうえにも少ない。博物館の純粋な文

物 という視点から見るなら,こ のような三国文物展を開催するのはとて

も居心地の悪いことで,は なから開催など考えられないとす ら言える。」41

「実は,三 国時代 を純粋に史学的な文物の視点から見ると,見 るべき

ものはとても少ないと言える。 しかも,三 国時代の文物は決 して際立っ

たものではない。三国時代に残 された文物は基本的には漢代のスタイル

を踏襲 しているうえ,今 なお残っているものはとても少ない。成都の武

侯祠も含めて本当の文物は非常に少ない。三国に関する展示には何 らか

のあいまいさがつ きものだ。たとえば,今 回の展示では,後 漢の一部の

品も三国の文物 とされている。」42

(「大三国志展」に関わった者ではあるのだが)研 究者である筆者自身も,

沈氏の見解のような理由で,こ のような展覧会については考えもしなかった。

さらに,金 子淳氏は 「ロマン系」の展示によって提示される歴史について,

「ある特定の人物や事件に照準 を合わせ,そ こから立ち上がる 「物語」への

接近という形をと」43り,「歴史上の人物を現在の会社組織や家族に見立てて,

理想の上司像や配偶者像になぞ らえて理解するという受容者側の行為 も,ま

さにこの 「物語性」への接近 として理解することができ」必るが,そ の 「物語」

は 「「『今』 という時間に連続する過去ではなく,そ こか ら切 り離されただ懐

かしがられるためにある虚構の過去」であ り,……,その 「虚構の過去」が 「情

報的商品として誰にでも消費可能になった」」45も のであって,「すなわち購

入すべ き 「商品」であ り,懐 かしさやロマンなるものは,過 去に対する感覚

のあり方というより,歴 史という 「商品」を消費する際の一つの形態に過 ぎ

ないという側面がある」妬と指摘する。加えて,金 子氏はそのように"商 品
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化 された歴史"が 表象するのは 「現在の価値観によってフィルタリングされ

た要素に基づいて構築された歴史像であ り,そ こで提示された参照枠は,来

館者の受容する歴史像をも規定 しうる構造 となっている」47と指摘 し,こ の

ようなロマン系の展示 における 「「物語」が博物館 としていかに表象 され,

そして来館者によってどのような歴史像 として受容 され得 るか,と いうこ

と」娼について考えなければならないとも述べてお られる。

このような問題がある中で,東 京富士美術館の皆さんをはじめとする 「大

三国志展」の企画立案に関わられた全ての方々の発想 と 「勇気」があったれ

ばこそ,今 後の中国関連の展示に大きな影響を与える展覧会を開催すること

ができたのである。

その前提の上であるが,こ こまで紹介 した沈氏の 「三国時代の文物かどう

かもはっきりしない文物や前後の時代の文物 も多 く,三 国時代の文物展を開

催することなどはなか ら考えられない」とする見解や金子氏の見解が示す「歴

史学が扱 う"『今』 という時間に連続する歴史"と 虚構の過去である"商 品化

された歴史"の 狭間」の問題こそが,「大三国志展」の準備において筆者が最

も注意を払ったことであった。

「大三国志展」では,『三国志』 をもとにした物語やマ ンガ,コ ンピューター

ゲームに触れているものの歴史書 『三国志』や歴史上の三国時代そのものに

興味のない方々か,『 三国志』に関するこれ らのもの全てにも触れたことの

ない方々が多数来場 されることを想定する以上,"物 語"の モデルとしてもと

もと存在する 『三国志演義』(当然,こ の物語 自体が元末明初以降,儒教の 「義
の

を演べる」ために 『三国志』の物語をモチーフとして作 られた"商 品化 され

た虚構の過去"で ある49)に 基づいて,来 場者が理解 しやすい"物 語性"を

構築することを選択するのは自然であったが,現 在の価値観 なかんずく物

語のパートが諸葛孔明を軸 とする展示であることなどに示 されるような展示

企画者の価値観に基づいて,学 問としての歴史学が追求するものとは異なる

"商品化された虚構の過去としての歴史"を 新たに生み出すことにもつながっ

てしまいかねなかった。 これも金子氏が指摘するように,「歴史の専門家
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……が,… …個人の内面におけるさまざまな葛藤とは無関係に,そ の商品化

に 「加担」せざるを得ない状況にあ」50っ たのである。

展示構成の考案,展 示パネル原稿や図録の執筆にあたって,筆 者はまず物

語のパー トでの後漢末から三国時代の概説では 『三国志演義』の記述を典拠

とし,そ れ以外の物語やマンガなどの創作物,あ るいは 『三国志』などの歴

史書 との比較 を行 うというスタイルにこだわるようにした。そもそも,こ の

「大三国志展」での物語のパー トは,言 い換えるならば,「"商品化された虚構

の過去 としての歴史"で ある 『三国志演義』のさらなる"商 品化"の 歴史」

を扱った農示である。であるならば,筆者はあくまでも 『三国志演義』をベー

ス ・基準 とした上で,そ れをもとに作 られた絵画や彫刻,書 や詩などが,作

者 自身の生きていた"現 代"的 価値観に基づいて,ど のように中国や日本で

創作 されてきたかを示すように心がけた(正 子公也氏をはじめとする現代の

日本人の画家の皆 さんが想像力を膨 らませて描いた諸葛亮などの人物のイラ

ス トなどは,そ れはそれで日本における 『三国志』の受容のあり方の一端を

示す ものであり,物 語のパー トの展示物 としては価値あるものだと考える)。

また,歴 史のパー トでは,沈 氏が指摘するように三国時代の出土文物が必

ずしも多 くないことを理解した上で,前 後の時代の文物であることも明記 し

つつ,そ れらの文物から三国時代当時の武器や生活などを推定 しながら,先

述のように,時 代順ではな く,「戦 う」「治める」「生 きる」などと題 して社

会史的にわか りやす く伝えることを意図した文章を書こうと努力 した。加え

て,歴 史書 『三国志』及び斐松之注をベースとし,「大三国志展」開催当時

の最新の研究 も踏まえつつ,で きる限り文物 と史料に"語 らせる"こ とを目

指した。

つまり,物 語と歴史のそれぞれのパー トで,観 客数の増加を第一義 として

来場者の"感 覚"に 阿 り,来 場者が抱 く憧れやイメージに沿った新たな歴史 ・

物語の"商 品化された虚構の過去"を 生み出す ことを,少 なくとも展示の文

章の中では極力避けようとしたのである。筆者の意図したことが,来 場者に

おける 『三国志』の歴史像の受容に価値ある影響を及ぼすことができていれ
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ば幸いである。

今後は,「大三国志展」のように,鑑 賞者層の社会的背景を含めた様々な

要素を考えた展示テーマの選択 と歴史と文学などのような異なる分野を結び

付けた展示が日本や中国でも盛んになることが予想されるが,そ の結果起こ

ることが想定される(先 述のような)「 ロマン系」の歴史展示に関連する問

題への対応が課題となるであろう。

おわ りに

池田大作氏 と王毅氏の対談の中で開催が発表された 「大三国志展」では,

韓国での 『三国志』に関する展覧会の成果と課題を踏まえた上で,展 示され

る 「モノ」が持つ高い価値を生かしつつ,観客の 『三国志』への認知度やニー

ズを把握 し,映 像や音楽なども生かして感覚にも訴えることに注意して,物

語のパー トと歴史のパー トの2部 に分けて展示 を構成 しようとした。また,

新聞などのマスコミだけでなく,プ ログなどを使ったネット上での広報にも

留意した。

筆者個人としては,こ の 「大三国志展」は副題からもわかるように 「ロマ

ン系」の展示であることや 「もともと三国時代の文物が少なく,研 究者 とし

ては 『三国志』 に関する展覧会を開催することを考えにくい」 という沈伯俊

氏の見解を踏まえ,「歴史学が扱 う"『今』という時間に連続する歴史"と 虚

構の過去である"商 品化 された歴史"の 狭間」を意識して,物 語のパー トで

は 『三国志演義』,歴 史のパー トでは歴史書 『三国志』及び蓑松之注などの

史書の記述を典拠とすることに拘 り,歴史・物語の"商 品化 された虚構の過去"

を新たに生み出すことを避けて,展 示パネルや図録の文章執筆を心がけた。

本稿で述べたような努力の結果 全国7カ 所で入場者数が100万 人を突破

し,そ の結果,「 大三国志展」の帰国報告展が中国や台北で開催 されるなど

の成果を挙げることがで きた。「大三国志展」は日中の交流のために貢献 し

ただけでなく,「国家一級文物」を展示パネルにマークで示すなどの展示の

工夫などが 日本における中国関連の展示のあ り方に影響 を与え,「大三国志
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農」帰国報告展などを通 して中国における博物館展示をも変えて しまう可能

性を秘めている。

「大三国志展」の成果が日本や中国などにもたらした影響について,こ れ

か らも精査 し,考 えていく中で,今 後の学術 ・文物の交流や日本と中国の友

好関係構築に少しでも貢献 したいと考えている。

1中 国の文物 出品協力機 関は以下の通 りである。

[北京市]故 宮博物 院,首 都博 物館,北 京芸術博物館,

所

[天津 市]

[河北省]

[江蘇省]

[安徽省]

[河南省]

[湖北省]

[湖南省]

[四川省]

[陳西省]

[甘粛省]

中国社会科学院考古研究

天津博物館

定州市博物館

南京博物院,南 京市博物館

安徽省博物館,馬 鞍山市博物館,毫 州市博物館

河南省博物院 洛陽博物館,焦 作市博物館,南 陽市博物館,南 陽市漢

画館,新 郷博物館

湖北省博物館,蔀 州市博物館,赤 壁市博物館,武 漢博物館

湖南省博物館

四川省博物館,成 都市新都区文物管理所,四 川省文物考古研究院 新

都県文物管理所,広 漢市文物管理所

陳西歴史博物館,西 安碑林博物館,漢 中市博物館

甘粛省博物館,高 台県博物館

22006年9月30日 の聖教新 聞1面 参照。

3中 国国際放送局 「CRIonline」HPイ ンタビュー記事(2007年7月19日)「 日本 で

活躍 する中国人 ・陳建 中氏」(上)(http://japanese.cri.cn/205/2007/07/19/1@98791.

h㎞)参 照。

4野 口満成 「「大三 国志展」現地調査紀行 プレ三国志展 ッァー」(『東京富士美術館

研 究誌 ミューズ』第5号 東京富士美術館2011年)参 照。

5満 田剛 〔監修〕 『「大三国志展 」カ タログ』(東 京富士美術館2008年)。

6結 局,図 録の論文 は歴 史学 ・考古 学 を中国側が,文 学 を 日本側が執筆す るという

ことになった。

7こ の段落 について は,主 に2009年4月18日 付 けの 『上海証券報』・「《大 三国志展》

実現 了文物展 的突破一訪 中国文物交流 中心副主任楊陽」(記 者 邸家和)に 依拠 して

いる。 さらに,上 記 の記事 の中で楊 陽氏 は,日 本 と韓 国の違 い として,日 本人 の方

が韓国人 よ りうま く経営 で き,日 本の方が韓国 よ り社会基盤 が しっか りしてい るこ

とや,中 国文物 の展覧会 が韓国で は兵 馬桶 展以外 成功 した とは言 えないの に比べ,



(90)

日本では百回 ほどの展覧 会で数多 くの成功 を収 めているこ とに加 え,日 本人が記念

品や図録 に関心 を持 ち,中 国文化を父 なる文化 と して認めてい るとい う国民性 を持 っ

ていることも指摘 されている。

8金 子 淳 「博 物館の 「危機」 と歴史展示一懐 か し系/ロ マ ン系展示 か ら見 る歴史系

博 物館 の課題一 」 〔以 下,「 金子前 掲論 文」 と略す〕(『歴 史学研 究』8382008年)

では,博物館展示 における 「ロマ ン系」について 「大河 ドラマに代表 され るような 「歴

史 ロマ ン」 の要素が演 出され」,「大河 ドラマ との連動企画や,時 代劇 の世界観 と一

体化 させた ような展示」 と定義 し,「 こうした世界観 とコ ミットし感情移入 した とい

う欲求 を持 つ来館者 にとっては垂 誕の的 とな る」 とされ ている。加 えて,こ の よう

な展示 は,常 設展 よりも圧 倒的に特別展 ・企 画展 が多 いが,「 共通 してい るの は,い

ずれ も集客 の切 り札 として戦略的 に企画 ・実施 され るとい う性質 を もつ とい うこと

で あろう」 とも述べ られている。このよ うな定義 によれば,「大三国志展」 は紛れ も

な く 「ロマ ン系」 の展示 である。

9日 本 にお ける小説 ・マ ンガ ・ゲー ムな どでの 『三国志』 の受容 につ いては,雑 喉

潤 『三国志 と日本人』(講i談社 講談社現代新書2002年),拙 著 『三国志一正 史 と

小説の狭間』(白 帝社2006年 初版,2009年 第2版)第 一章 ・「正史 『三国志』 と小

説 『三国志演義』」や拙著 『三国志 赤壁伝説』(白 帝社2009年)な どを参照。

101991年3月4日 ～2007年4月13日 の聖教新 聞に掲 載 された池 田大作氏 のスピー

チ ・対談 な どで 『三 国志』が取 り上げ られた85件 の中で扱われている人物(名 前が

挙げ られているだけでな く,発 言 ・文章やエ ピソー ドが述べ られている ものに限る)

としては諸葛亮が33件 と圧倒的 に多 く,次 いで孫権 と劉備 ・関羽 ・張飛(桃 園の誓

い関連)の4件,曹 操 の3件,関 羽の2件,劉 備 ・盧植 ・周鍮 ・曹植 ・倉慈 ・五虎

大将軍 のそれぞれ1件 となる。

11吉 川 『三国志』(本 論文で は吉 川英 治 〔著〕 『三国志』第1巻 ～第8巻(講 談社

講談社文庫1980～81年)を 底本 とす る)第8巻332頁 。

12一 部の方か らは 「「諸葛孔 明展」 にすべ きだ」 との意見 もあったと灰 聞 してい る。

13こ の影響か どうかは定 かではないが,2012年 に東京 国立博物館 ・平 成館 な どで開

催 された 「特 別展 中国 王朝の至宝」 で も 「一級 文物 」 を示すマ ークが付 け られ

てい る。

14小 説 『三国志演義』 で諸葛亮が亡 くな った 日は建興12年(西 暦234年)8月23

日とされているが,こ れを太陽暦 に直す と同年10月3日 とな る。そ こで,国 立天文

台 よ り提供 していただいた西暦234年10月3日 の五丈原か ら見えたであろ う北 方の

星空の映像 を示 した。

152009年4月11日 付 けの 『上海 証券報』・「当古 代文物展 変身 当代 文化 事件 没有

稀 世珍宝却吸引了100万 観衆,当 事人細説 《大三 国志展》成功奥秘」(記者 郎家和)

では,黄 山美術社の代表 の夏伊 若氏にイ ンタビュー した内容 として,こ こまで述べ

て きた ような工夫 につ いて記 されているが,展 示構成 を考 える現場 に携わ って いた
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東京富士美術館 の方々や筆者 に関す る記述 はない。 ちなみ に,筆 者 は夏伊若 と名乗

る人物 にお会 い した記憶は ない。 なお,こ の記事 では,池 田大作氏 と王毅駐 日中国

大使(当 時)と の対談 の中で 「大三国志展」 開催 が発 表 され,日 本で の発行部 数第

三位の新 聞で ある聖教新 聞 において,そ の発表 も含 む 「大三国志展」 に関す る記事

が掲載 されたことも記 してい る。

16ち なみ に,NHK大 河 ドラマ 『新撰 組』 で は,若 い女性が歴 史上の人物 と俳優 を

ダブ らせ,興 味を持 って ファン ・"おっかけ"と な り,関 連 イベ ン トは満席 となるな

どの社 会現象が起 きて,新 撰組 についてだけ詳 しくなる人々 も現 れた との話 を灰 聞

している。

17東 京富士美術館の方 々が内 々に常連の観客の皆 さんに伺 って調査 した ところ,『三

国志』 に関心 を持つ女性 が少 なかったため,観 客者数 も減少 する ことが危惧 され て

いた。 そこで,「大三国志展」 にあわせて,中 華街 の方 とともに 「中華 フェスタ」 を

開催 しようか と検討 されていたこ とが あった。

18東 京都美術館 での 『よみが える四川 文明～三星堆 と金沙遺跡 ～』 で女子十二楽坊

が ナ レー シ ョンを行っていたこ とか ら着想 を得た ものである。

19『 機動戦士 ガンダム』 シリーズに登場 するモ ビルスーッ と呼ばれる人 間型 のロボ ッ

トの二頭身か ら三頭身で表現 したキ ャラクターが人格 を有 し,『三 国志演義』 に基づ

いた物語の登場人物 を演 じるとい う設定の漫画 ・アニメである。 ちなみに,「大三国

志展」 開催 中の ミュー ジアムシ ョップで最 も売れた のは,こ の漫 画 ・アニメの プラ

モデルであった。

20『 東京富士 美術館 ホームペー ジ』・「大三国志展 」特 設サ イ ト(http://www.fujibi.

or.jp/assets/files/exhi/sangokushi/index.htm1)参 照。

21実 際 新 潟大学教 授の關尾 史郎氏 はご自身のプログ(『關尾史郎の プログ』・「大三

国志展」http://sekio516.exblog.jp/8001134/)に,「 前 半部分 の 「人 間のロマ ンー 物

語でた どる三国志 」は素通 りし」 たと記 してお られ,本 論文注8で 述べ たような 「ロ

マ ン系」 の展示 の典 型例であ る 「大三 国志展」 の物語 のパー トには見 向 きもされて

い なかった。

22展 示物 それぞれのパ ネルの文章 は,120字 を 目安 として ま とめ られて いた。 中国

か らの文物 につ いては,中 国側 か らい ただいた中国語 の解説文 を日本語 に訳 し,そ

れを120字 程度 に短 くしなが ら,必 要に応 じて手を加 えていった。

23こ の"愛 好家"と して,『 英傑 群像』 の岡本伸也氏が プログ執筆 を担 当 された。

24『 大三 国志展 プログ』(http://www.fUjibi.orjp/3594blog/)参 照。

25こ の学術交流団の方 々には 「大三 国志展」前橋展 を観覧 していただいただけでな く,

2009年3月14日 の 「大三 国志 展」来場 者数100万 人突破記 念セ レモ ニーに も参加

していただいた。

26中 国で の 「「大三国志展」帰国報告展」については,株 式会社黄 山美術社 のホーム

ページの 「「大三国志展」(中 国)」 に も記載があ る(http://www.kouzan.jp/service/
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sangokuc.htm1)0

272009年4月13日 付 けの 『文 涯報』・「《大三国志展》帰国涯報展今起展 出 百余 文

物"復 原"三 国勝景」 では,34の 中国の博物館 な どか ら117件 の文物が 出展 されて

いるこ とが述べ られ,曹 操の 「衰雪」の拓 本や銀縷玉衣 につい て記 してい る。

282009年9月18日 付 けの 『中国文 物報』・「"千古 英雄一 大三国志展"在 良渚挙辮 」

に よる と,杭 州 での 「大 三国志 展」で は中国全 土か ら117点(そ の うち,国 家一級

文物 は52点)の 文物が集 め られた とされてい る。 また,展 示 が史学 と文学に分 け ら

れ,内 容 は三国文化,軍 事 と政 治,経 済生活,精 神 と芸術 を包括 し,文 物の年代 は

三国時代 か ら明清代 に跨 ると記 されている。

29『 中国文物報』(2010年1号2010年1月)・ 「"大三 国志展"帰 国涯報展 再撒 熱潮

国家大劇院展 開"赤 壁懐古"画 巻」で は,34の 中国の博物館 などか ら117件 の文物

が出展 され,そ のうち52点 が国家一級文物である ことや曹操 の 「衰 雪」の拓本 や銀

縷玉衣 につ いて記 された上で,展 示 品を24時 間監視 していることが述べ られている。

また,2010年2月5日 付 けの 『人民 日報海外版』・「穿越 千年的歴史回響一"赤 壁懐

古一 大三国志展"参 観側 記」で は,曹 操 の 「衰 雪」の拓本や銀縷 玉衣に加 えて銅雀

台の模 型について述べ てお り,日 本 での 「大三国志展」 の観 覧者 数が 日本での 中国

文物展 で最多記録 を樹立 し,日 本 の主要マス コ ミに も取 り上 げ られた ことも記 して

いる。

30王 景茎 「"大三国志展"在 河南博物院隆重開幕」(『中原文物』2010年2期)に よる

と,35の 中国の博 物館 な どか ら140余 件の文 物が出展 されてい るこ とが述べ られ,

加 えて展 示にお ける文物 と 『三 国志演 義』 の故事 の融合 か ら 『三国志』 に関す る歴

史文化の概観が観衆 に提示 されている と指摘 してい る。

31『 国立歴史博物 館』HP・ 張轡 騰 「博物館 封歴 史的詮繹:談 大 三國特展 」(http://

www.nmh.gov.tW/zh-tW/Exhibition/Content.aspx?Para=2%7C21%7C555&unkey=22)参

照。

32『 華視新聞網』HP・ 「三國特展明登場3D看 孔明分天下」(http://news.cts.com.tw/

cna/1ife/201006/201006040488524.htm1)参 照。

33筆 者が拝見 するか,入 手 した中国での 『大三国志展』の 図録 は湖北省博物館 『千

古英雄一 「大三 国志展 」帰国匪報展』(湖 北人民 出版社2009年),國 立歴史博物館

編纂 委員會 〔編〕 『千 古英雄一 「大 三国特展」』(國 立歴史-博物館 〔台北〕2010年)

である。特 に 『千古英雄一 「大三国特展 」』 の末尾 には,日 本 での 『大三 国志展 カタ

ログ』 に も掲 載 した歴史書 『三 国志』 と 『三国志演義』 を比較 した年 表 と類似 した

年表が載 ってい る。

34芸 能人 として は,例 えば ドラマ 『三国』 で呂布 を演 じた何潤東(ピ ーター ・ホー)

氏(『 中 時 電 子 報 』HP・ 「何 潤 東 扮 呂 布 見 銅 車 馬 想 赤 免 馬 」http://showbiz.

chinatimes.com/2009Cti/Channel/Showbiz/showbiz-news-

cnt/0,5020,110511+112010062000014,00.htm1)や 許慧欣(イ ボ ンヌ ・シュー)氏(『 中
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時 電 子 報 』HP・ 「許 慧 欣 看 三 國i扮 辛 十 湊 一 國 」http://showbiz.chinatimes.

com/2009Cti/Channel/Showbiz/showbiz.news-cnt/0,5020,110511+112010062100014,00.

htm1)や 郭 采 潔(ア ンバ ー ・ク オ)氏(『 中時 電 子 報 』HP・ 「關公 加 持 帯 旺 郭采 潔 抱

奨 」http://showbiz.chinatimes。com/2009Cti/Channel/Showbiz/showbiz-news-

cnt/0,5020,110511+112010070200026,00.html)な どが 挙 げ られ る。

35『 中時 電 子 報』HP・ 「鐵 獅 玉 玲瑠 風 趣 説 唱大 三 國 膨 恰 恰,許 敷 舜 帯 民 衆神 遊 歴 史」

(2014年1月 現 在,見 る こ とが で きな い)。

36『 中時 電 子 報』HP・ 「宇 峻奥 汀 線、上 遊 戯 結 合 三 國 藝 術 進 駐 國 立 歴 史博 物 館 開展 」(2014

年1月 現 在 見 る こ とが で きな い)。

37コ ス プ レの こ と も含 め て,『 新 浪網 』HP(『 成 都 商 報』)・「《大 三 国 志展 一 蜀 漢 巡 礼 》

趣 悠 共 品 三 国 」(http://ent.sina.com.cn/x/2010-11-03/05333134363.shtml)参 照 。
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